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P2・3 特集『鍵預かりサービスモデル事業jが始まります

P4・5 赤い羽根共同募金運動が始まります

P6 きすなかわら版

P8 イベントのお知らせ

n
u
u
u
u“
 

H
H川
川
川
品

川
川
山

川
川
川
出

n
H
H
H
H
U“
 

円

H
H
M
M
H
U



ドじ
-
111 

U1 

"1・.・

"1・ー冒.

・・・... 

-
き
す
な
計
画
‘つ
く
り
で
地
繊
の
意
識
に
変
化
が

登
別
市
社
協
で
は
、
昨
年
度
、
地
域
に
あ
る
制
度
だ
け

で
は
解
決
し
に
く
い
様
々
な
福
祉
課
題
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
、
企
業
等
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組

む
こ
と
を
ま
と
め
た
第
3
期
登
別
市
地
域
福
祉
実
践
計
画

「
き
す
な
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
話
し
合
い
の
中
で
、
「
町
内
会
や
ご
近
所

同
士
だ
け
で
行
う
活
動
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
関
係
機
関
・

団
体
等
と
協
力
す
る
こ
と
で
活
動
が
し
や
す
く
な
る
」
と

い
う
意
見
が
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
福
祉
を
推

進
し
て
い
く
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

-
多
く
の
力
を
あ
わ
せ
て

地
域
住
民
の
お
も
い
に
応
え
る
た
め
、
登
別
市
社
協
で

は
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
、
人
と
人
と
を
結

び
つ
け
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
、
「
地
域
の
支
え
合
い
づ

く
り
創
出
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ー
っ
と
し
て
、
突
然
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り

家
屋
内
で
動
け
な
く
な
り
、
外
部
と
連
絡
の
取
れ
な
く

な
っ
た

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
早
期
発
見
や
孤
立
死
を

予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
「
鍵
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

モ
デ
ル
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

9
月
か
ら
、
登
別
小
学
校
区
と
若
草
小
学
校
区
を
対
象

に
、
き
す
な
推
進
委
員
や
町
内
会
役
員
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
み
す
ぱ

し
よ
う
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
わ
か
く
さ
と
連
携
・
協

力
を
図
。
、
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成

金
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

-
鍵
預
か
り
ザ
l
ビ
ス
モ
デ
ル
事
業
と
は

日
頃
の
見
守
り
活
動
に
お
い
て
、
呼
び
鈴
な
ど
の
呼
び

掛
け
に
応
答
が
な
く
、
安
否
確
認
を
す
る
際
に
、
鍵
が
か

か
っ
て
い
て
は
、
確
認
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
孤
立
死
等
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
孤
立
死
等
の
防
止
を
目
的
と
し
、

事
前
に
自
宅
の
鍵
を
お
預
か
り
し
、
様
子
が
お
か
し
い
と

思
わ
れ
る
と
き
に
、
事
業
協
力
員
が
鍵
を
取
り
に
行
き
、

警
察
官
や
救
急
隊
員
の
立
会
い
の
も
と
鍵
を
聞
け
、
安
否

確
認
を
行
う
も
の
で
す
。

窓
や
扉
を
壊
し
て
自
宅
に
入
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
よ

り
速
く
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「鍵預かり事業J(イメージ図)
一人暮らし高齢者 登別市社会福祉協議会
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-
ご
利
用
で
き
る
方

登
別
小
学
校
区
(
登
別
温
泉
町
、
中
登
別
町
、
上
登
別

町
、
力
ル
ル
ス
町
、
登
別
東
町
、
登
別
港
町
、
登
別
本
町
、

富
浦
町
、
札
内
町
制
番
地
)
及
び
若
草
小
学
校
区
(
若
草

町
、
美
園
町
、
上
鷲
別
町
)
に
お
住
ま
い
の
、
市
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知
症
・
障
が
い
な
ど
に
よ

り
鍵
の
預
か
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
な
ど
が
利
用
で
き

ま
す
。今

後
は
、
全
市
展
開
に
向
け
て
他
の
小
学
校
区
に
お
い

て
も
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。



日刊~

-
お
申
込
み
の
方
法
と
注
意

1.
申
し
込
み
は
、
原
則
ご
本
人
も
し
く
は
ご
家
族
、
が
行

い
ま
す
。

2.
緊
急
連
絡
先

(
2名
)
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

緊
急
時
に
、
ご
本
人
に
代
わ
っ
て
各
種
の
判
断
を
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

3
.
申
込
書
と
鍵
を
一
緒
に
登
別
市
社
協
に
提
出
い
た
だ

き
ま
す
。

4
.
申
込
書
と
鍵
の
受
理
後
、
「
鍵
預
か
り
証
」
を
お
渡

し
し
ま
す
。
鍵
は
申
込
者
の
前
で
、
封
入
袋
に
入
れ

て
封
印
し
ま
す
。

鍵
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
・
内
容
の
説
明
を
受

け
て
、
十
分
に
納
得
さ
れ
て
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
す
は
、
登
別
市
社
協
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
お
預
か
り
し
た
鍵
を
使
用
す
る
場
合
の
目
安

①

新
聞
や
郵
便
物
が
ポ
ス
ト
に
た
ま
っ
て
い
る

②
洗
濯
物
が
何
日
ち
干
し
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る

①
部
屋
の
明
か
り
が
昼
間
ち
点
い
て
い
る

④
部
屋
の
明
か
り
が
夜
に
な
っ
て
も
点
か
な
い

⑤
夜
通
し
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え
て
い
る
が
居
住
者
の

声
や
姿
を
見
か
け
な
い

助
け
を
呼
ぶ
よ
う
な
声
を
聞
い
た

通
常
聞
こ
え
る
生
活
昔
、
が
聞
こ
え
な
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
応
答
が
な
い

家
屋
か
ら
異
臭
が
す
る

遠
方
に
住
む
親
族
か
ら
緊
急
の
安
否
確
認
の
要
請
が

あ
っ
た
と
き
な
ど

⑩③③⑦⑥  

-
支
え
る
側
の
負
担
も
少
な
く

登
別
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会

長

畠

山

基

子

さ

ん

以
前
サ
ロ
ン
に
い
ら
し
て
い
た
方
の
鍵
を
預
か
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
方
が
認
知
症
に
な
っ
た
こ

と
で
私
自
身
、
が
不
安
に
な
り
、
鍵
を
返
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
他
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
は
「
鍵

を
預
か
る
こ
と
は
責
任
が
重
い
の
で
難
し
い
」
と
い
っ
た

声
ち
あ
が
っ
て
い
る
た
め
、
福
祉
施
設
が
適
正
に
管
理
を

行
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
安
心
と
安
全
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
本
当
に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

1
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
な
ど
、
鍵
の
預
か
り
が
必
要
な
方
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

-
地
縁
住
民
の
安
心
を
守
る

特
定
医
療
法
人
社
団
干
寿
会

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
み
す
ぱ
し
よ
う

総
合
施
設
長
高
嶋
活
哉
さ
ん

き
す
な
計
画
を
策
定
し
て
い
る
時
、
地
域
に
お
け
る
課

題
や
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
・
重
要
性
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
地
域
の
実
情
を
知
っ
た
以
上
、
本
施
設
と
し

て
も
協
力
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
く
う
え
で
、
様
々
な
課
題
も
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
す
は
や
っ
て
み
な
が
ら
見
え

て
き
た
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
方
々
が

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
関
係
性
を
守
り
、
そ
の

一
助
と
な

る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
安
心

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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-
複
数
の
取
り
組
み
を
組
み
合
せ
る
乙
と
で
有
効
に

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
等
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

は
、
鍵
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
様
々

な
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
町
内
会

が
実
施
す
る
緊
急
時
を
意
識
し
た
平
常
時
か
ら
の
見
守
り

活
動
を
進
め
る
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
な
ど
と

も
連
携
し
な
が
ら
対
象
と
な
る
方
を
見
守
る
こ
と
で
、
不

幸
な
事
故
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
地
域
住
民
同
士
、
が
支

え
合
い
、
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

-
住
民
主
体
に
よ
る
移
動
支
媛
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル

事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
!

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
難
し
く
、
日
々
の
買
物

や
移
動
が
困
難
な
地
域
住
民
を
支
え
る
た
め
、
地
域

住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
社
協
が
所
有

す
る
車
両
を
活
用
し
た

「移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
モ
デ

ル
事
業
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
は、

幌
別
東
小
学
校
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
定
め
、
地

域
の
関
係
者
等
と
の
協
議
の
も
と
仕
組
み
を
構
築

し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。



| 募金の使いみち

市民の皆さんにご協力いただく寄付金の約 7割が登別の福祉活動に、 約3割が全道規模の広域的
な福祉活動等に活用されます。

| さまざまな募金方法

。 町内会を通じて各家庭に寄付を呼びかける 「戸別募金J

。 ボランティアの皆様が街頭に立ち、寄付を呼びかける 「街頭募金1

0企業等を訪問して寄付を呼びかける 「法人募金J

。 個人宅を訪問して寄付を呼びかける 「篤志家募金j

。 会社などで働いている人に寄付を呼びかける 「職域募金j

。 児童 ・生徒への福祉教育を目的とした 「学校募金j

@ 各種イベントでの 「イベント募金J

その他にも募金箱の設置等、皆さん一人ひとりのできる力タチでご協力をお願いします。

| あなたの地域でイベント募金

年間を通して市内の各種イベン卜において共同募金のPR活動を実施しています。
全市的なイベン 卜から、町内会・商庖・企業 ・団体等の身近なイベントや行事まで、さまざまな

場面で、のぼり旗や風船、募金箱等を設置いただきPR活動を展開しています。
各種資材の貸出も可能ですので、皆さんの地域でも設置が可能でしたら本会までお問合せください。

。登別の福維活動への助成
登別ではボランティア団体等への助成をはじめ、ご近所同士での

声かけ・見守り活動である小地域ネットワーク活動や地繊の居場所
づくりを推進するサロン活動など、市民の皆さんが主体的に取り組む

犠々な地域福祉活動ヘ活用されています。
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日本工学院北海道専門学校の学生さんのデザインで寄付金付き
)'(ッジを製作しました。今年は、 登別閤魔やきそばの会の協力の
もと、 閤魔やきそばとのコラポが実現 !本会及び一部の閤魔やき
そば提供庖等にて取扱いをしておりますので、ご希望の方は本会
までご連絡ください。 商品購入代金の一部は、登別市共同募金委
員会を通じて、登別の福祉活動に活用されます。

登別限定'
数量Iæ~ぅ

歌勢梨吉弘
人(;::届きますよう1ごJJ 

登別閤魔やきそばの提供庖について、詳しくはとちらをご覧ください。

※間魔やきそばQRコード 「グルメjをクリック 器量
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
あなたも地域の
応援サボーターになりませんか?

北海道の福祉活動推進への貢献を目的とした、
赤い羽根共同募金運動を応援するサポーターがい
ます。

・『北海道日本八ムファイターズ(野球).1

・『コンサドーレ札幌(サッカー )J

・『レパンガ北海道(J'(スケット )J
・『初音ミクj

・『妖怪ウォッチj等

赤t、羽根'
サ£J7J宣言

※登別で活動する地元のス

ポーツ団体 ・少年団 ・サー

クル等からの赤い羽根サ

ポーター宣言ちお待ちして

おります !

7YCFth 
おかげ古まで70周年

共同募金運動は20"16年、70回目

の活動を迎えます。

寄付者、ボランティアの皆様に

心よりお礼申し上げます。

E理現冨宮司
登別市共同募金委員会

電話:88-0860 FAX:88-4546 

法人・企業による募金(寄付)の取扱いについて
共同募金IcI:、財務省からの指定寄付金として認められており、寄付

に対する優遇措置の対象と怠っています。法人企業が共同募金に寄
付をすると、その全額を損金の額に算入することができます。

赤い羽根テントを助成しました!

登別市社協では共同募金の財源を活用した「きす、

な赤い羽根テント助成事業jを実施しており、今年
は4町内会が助成を受けました。
今後、町内会の行事等で活躍する予定です。

皆さんへの
ありがとうメ、yセージ

新川町内会会長

白井武彦さん

自分の阿|司会にお~¥1'、 l訂正全戸!こ協力い

た t~ ~ \1'~ ¥る非ぃ羽根共同募金が、このような

的で自分たちに還元されるこYこを't1'も嬉しく足、

います。これまで所有 し7いた子ン卜が古くなっ

たのて 新しい子ントをテ円のお祭つ7使用した

~ ¥ 't:.互います。あつが't7ございました。

|~.r.M.jalil蜘~rn1!tTl.I.ßiq.liJ I
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きずな;ガ勧告).
登別市社協では、第3期登別市地域福祉実践計画
「きす、なJの主旨に沿った地域福祉活動やボラン

ティア活動に対して、赤い羽根共同募金の支援を受
け、事業に係る費用の助成を行っています。今年度

は30の事業に対しての助成が決定しました。

皆さんへのありがとうメッセージ
助成事業を行っている団体のうち2力所からメッセージをいただきました。

f要介護者対象衣類リフォーム事業j
ハンズ・メイト

私たちは在宅において、障がいや高齢などの
理由で、不自由な生活を送る方々の生活衣類を
使いやすくリフォームする活動を行っていま
す。その種類は、ズボンの裾上げや古いジャー
ジでの靴下力パ一作り、マジックテープを付け
るなど色々です。難しいこともありますが、出 l 

来る限り要望を叶えることができるようサポ- I 

卜していきたいと思います。 ~

市民の皆さんの温 ャ"孟一一 六 慌 l'
かい想いがこもった 巴~・， ._ !i1ム- ~.~ 

助成金を大切に使わ
せていただき、活動
を通して地域に還元
していきたいと思い
ます。

「障がい児とその家族の交流する h 

場づくりと子育て相談サポート事業J..可
障がい者親子の会ぽぼくらぶ 司

ぽぼくらぶは、障がいという「個性Jを持つ
たわが子に充実した余暇を、そして同じ悩みを

持つ親同士で話ができる場所が欲しいという想
いから、いろんなイベン卜を毎年行っています。
また、昨年から幼児~小学生向けのilまぽきっすj

も開催しており、毎週水曜日に製作活動やお母
さんたちの'情報交換などを行っています。
皆さんからの温

かい善意は、活動

を通じて個性を
持った子どちと親

の笑顔につながっ
ています。本当に

ありがとうござい
ました。

助成総額 1，162，000円 ※助成事業の一覧は登別市社協ホームページ上にて公開しています。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ビーJ('J~ーティー
益金

登別地区 120.199円

幌別地区 268.437円

鷲別地区 156.548円
d岳、

計 545.184円Cコ

登別地区

幌別地区

鷲別地区

J市民演芸会号

日程・場所(予定)

官. 

10月22日(士)登別市婦人センター

1 2月 3日(土)登別市民会館

10月 8日(土)鷲別公民館

現在の社会福祉基金積立金は42，076，469円です。
積立金は、市民とともに進める地域福祉活動の財源として活用されます。

4 - 士 つ:;.:， -:"..- ..- ペー'，' --，~ :;t_.::~~. -._<.;=.. ;~_;.-:f..~ .... _..... -~: - . --"π  hムムJふIs!I!I……dム。ri 6 I 



lf 働く障がい者とのきずなを依11 時画事:=J~ßい診を
場二二~=:J7J~~通Sb&!jふ根観喝ず磁調tw--;I

A 他 爪 問 地I斗 I9月15日(木)10:00-
フ叫V 山阻ゆ 110月14日(盆) 9:00-

より分かりゃすい福祉活動の情報を発信する

ため、 9月よりホームページを一新しました。

場所-登別中央ショッピングセンターア一二ス

知りたい情報をすぐ探せる機能や、目が不自

由な方でも見やすい工夫がされており、どなた

市内の障がい者福祉施

設でつくられた選りすぐ

りの製品を販売いたしま

すので、ぜひお立ち寄り

くださいP

にも使いやすくなりましたので、ぜひ一度ご覧

ください。

〈新ホームページURし〉

川 ://kizun吋 akyo.jp[登別市社協 札

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
|ネ土協寄付金(平成!'l:]年4月1 日~月31日敬称略/単位:円I
受領年月日 | 寄付者名

28.4.01 1大友ひろ世
28.4.051室蘭民報社中部支社
28.4.071新和産業株式会社
28.4.13 1登別市観光ボランティアガイド会

28.4.15 1石坂光汰朗
28.4.251わしこうD愛好会
28.4.271協同組合登別中央シヨツピンク、センタ-

28.5.021いすみ亭
28.5.11 1 SPAR幌別居岸 本

28.5.14 1国際ソ口ブチミス卜登別

28.5.19 1匿名

28.5.221仲良し会

28.5.221 N PO法人ゆめみ~る

28.5.231泉田覚

28.5.251のほ刀べつクマ牧場

28.5.271匿名

28.5.271匿名

28.5.271匿名

28.5.271辻勲
28.5.301辻勲
28.5.301山田 大樹
28.5.31 1協同組合登別中央シヨッピンク.センター

28.6.061渡辺尚彦&八一レムアイランダース

28.6.13 1日本アマチュア歌謡連盟NAK室蘭支部
28.7.01 1協同組合登別中央シヨツピック‘センター

28.7.061わしこうD愛好会
28.7.09 1鷲別地区ビールパーティー実行委員会
28.7.09 1幌別地区ビールパーティー実行委員会

28.7.12 1門山 郁子
28.7.25 1いずみ亭
28.7.24 1チャリティー f演歌名人会j実行委員会

28.7.28 I匿名

28.7.29 I協同組合登別中央シヨッピンク‘センター

寄付の目的

父樋口武雄様の葬儀に際し、社会福祉のために

「新入学児童J新聞広告料の一部を社会福祉のために
市内サロンのおもちゃ等の物品購入のために

社会福祉のために
社会福祉のために

第13回ダンスパーティーの益金の一部を社会福祉のために

愛の小箱(ガチャガチャ)
愛の小箱

愛の小箱

チャリティーコンサートI愛のうたの夕べlの益金の一部を社会福祉のために

会議の費用弁償を社会福祉のために
仲良し会チャリティー発表会 第2回紅白歌合戦の益金の一部を社会福祉のために
日本料理「温昧(ぬくみ)Jとゆめみ~る共催による「本格日本
料理で食事会Jの益金の一部を社会福祉のために
父 泉田隆様が生前、本会配食サービス及び地域活動支援セン

ターでお世話になった感謝の意を込めて社会福祉のために

愛の小箱
会議の費用弁償を社会福祉のために
会議の費用弁償を社会福祉のために

会議の費用弁償を社会福祉のために
会議の費用弁償を社会福祉のために

会議の費用弁償を社会福祉のために

会議の費用弁償を社会福祉のために
愛の小箱(ガチャガチャ)

「渡辺尚彦&八一レムアイランダースj結成50周年記念チャリ

ティーコンサートの益金の一部を社会福祉のために

NAK室蘭&舛甚3兄弟カラオケ大会の益金の一部を社会福祉のために

愛の小箱(ガチャガチャ)
第14回ダンスパーティーの益金の一部を社会福祉のために

愛の小箱
愛の小箱
日頃デイサービ、スでお世話になっている感謝の意を込めて社会福祉のために

愛の小箱
チャリティー『演歌名人会』の益金の一部を社会福祉のために

社会福祉のために
愛の小箱(ガチャガチャ)

寄付金額

5.000 
30，000 
50.000 
2，000 
1，686 

10.000 
2，900 

22.469 
3.073 

30，000 
920 

20.000 

20，000 

100，000 

8，655 
920 

2.480 
1.480 
1.020 
1，020 
2.240 
4.100 

50.000 

20，000 
2，500 
10，000 

41 
1，100 
3.000 
24，159 
10.000 
10，000 
3.400 

社協寄付物品(平成!'l:]年4月1 日~月31 日) (敬称略I
寄付者名

イオン北海道側イオン登別居

匿名

| 寄付物品名

|イオン幸せの黄色いレシートキャンペーンギフトカード

|未使用ハガキ52円(23枚)未使用ハガキ50円(62枚)未使用切手2円(100枚)

| r...t.j.I.]aI~川~ I



イペットの}お知ら也

すべての市民が地域社会の一員として目立し安心して暮5せる心

豊かな福祉社会の実現をめざし開催します。メインステージでは、
ボランティア団体等による演奏や寸劇、地域活動に貢献している85
歳以上の方への [高齢者いきいきライフ表彰Jなどを行います。

日頃から地域福祉活動を実践している団体等がブースを設け、子
どちから大人まで楽しめる交流の場をつくります。
お誘い合わせの上、ぜひお越しください|

日 時:平成28年9月11日(日)1 0:00~14:30 1 

会 場 :登別市総合福祉センターしんた21
内 容 :ボランティア体験コーナー、チケットナンパーズ、焼き鳥やジンギス力ンなと、の販売(ヨ|換券制)、

市内障がい者施設で作成するこだわりの商品の販売(現金販売)、子ども縁日コーナーなど
前 売券:1枚1，000円(屋台で使える商品引換券7枚、チケットナンバーズ抽選券、子ども縁日利用券、

伊達産野菜詰合せ抽選券付き)

9月9日(金)まで、本会事務所にて取扱いしています。
k 

唱型

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

登別市ファミリーサポートセンター20周年・共同募金運動70周年記念事業

親子長率みも楽kpる

絵本パ之宮tY223LlYEU
皆様のおかげで、今年度登別市ファミリーサポー トセンターは

20周年、共同募金運動は70周年という節目を迎えます。これを

記念し、登別では初となる絵本パフォーマーの岸田典大さんによる
ステージなど親子で楽しめるイベントを開催します。岸田さんに
よる絵本と音楽などを組み合わせた新しい読み聞かせスタイルは、

子どもはもちろん大人も楽しめるステージです。
たくさんの申込み、お待ちしていますP

1， B 時.平成28年9月30日(金)1 0:00~12:30 (絵本パフォーマンスは10・30~11 ・40の予定です)
会 場.登別市総合福祉センター しんた212階多目的ホール .... I 

内 容:上記のほか、バルーンアート判トブティーのコーナーなどをご用意します。 主 選 砕 い h
申込 み 9月21 日(水)までにお電話またはメール等でお申込みください。 "~明~ð~
定 員 ・70名(定員になり次第締め切りとさせていただきます) ~日?IJ 11 h ・ .. ~京一一二
※託児ブースもありますので、ぜひご利用ください(要事前申込み・定員10名) :臼己， .. ~ーよ/， _

司、，_..-..~-I..;;'-， 

お申込み、お問い合わせは ft85-0033または Eメール:info@kizuna-shakyo.main.jpまで!


